
報
恩
講
の
準
備
と
運
営

※
氏
名
は
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
、
敬
称
略

ご
予
定
く
だ
さ
い

修
正
会

１
月
２
日
（
金
）

時
～

時

分

10

11

30

八
日
講
十
日
講

１
月
８
日
（木
）９
時
～

時
11

親
鸞
教
室

１
月

日
（月
）

時
半
～

時

26

13

16

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

２
月
８
日
（日
）

時
半
～

時

13

16

春
彼
岸
会

３
月

日
（
金
）

時
～

時

分

20

10

11

30

親
鸞
教
室

３
月

日
（木
）

時
半
～

時

24

13

16

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

兼
花
ま
つ
り

４
月

日
（日
）

時
半
～

時

12

13

16

仏
教
を
聞
き
語
り
合
う
会

５
月

日
（日
）

時
半
～

時

10

13

16

中
佐
久
間
講
）

５
月

日
（木
）

時
半
～

時

21

13

16

親
鸞
教
室

６
月
１
日
（月
）

時
半
～

時

13

16

八
日
講
十
日
講

６
月
７
日
（日
）９
時
～

時
11

真
宗
本
廟
奉
仕
上
山

６
月
９
日
（火
）～

日
（木
）

11

◎
京
都
東
本
願
寺
で
、
清
掃
奉
仕
・
法
話

の
聴
聞
と
座
談
会
・
諸
殿
見
学
な
ど
す
る

二
泊
三
日
で
す
。
詳
細
は
次
の
寺
報
で
ご

案
内
し
ま
す
。

奉
仕
作
業

６
月

日
（日
）８
時

分
～

14

30

勝
善
寺
聞
法
会

６
月

日
（日
）

時
半
～

時

14

13

16

み
な
様
の
お
力
に
よ
り
、
報
恩

講
が
円
成
し
ま
し
た
。

参
詣
者
数
は
、
逮
夜
二
十
二
名
、

晨
朝
二
十
名
、
日
中
八
十
二
名
、

延
べ
百
二
十
四
名
で
し
た
。
百
八

十
七
名
の
方
か
ら
九
十
七
万
四
千

円
の
御
懇
志
な
ど
が
、
さ
ら
に
仏

花
・
供
物
米
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

仏
具
磨
き

池
田
典
子

石
井

久

伊
藤
照
代

井
上
悦
子

井
上
孝
昌

川
名
悦
子

川
名
三
枝
子

川
名
喜
昭

黒
川
敦
子

鈴
木
正
一
郎

高
梨

剛

田
村
晋
一

富
澤
眞
知
子

艫
居
政
男

中
山
郁
夫

長
谷
川
吉
枝

三
堀

清

吉
田

誠

渡
邉
秀
子

準
備

青
木
敏
夫

明
石
義
久

足
達

崇

伊
藤
照
代

井
上
悦
子

井
上
孝
昌

井
上
泰
之

川
名
信
之

川
名
喜
昭

黒
川
敦
子

重
田
和
夫

田
村
晋
一

田
村
徹
夫

富
永
清
人

能
重

勉

渡
邉
秀
子

司
会
進
行

明
石
義
久

記
録
カ
メ
ラ

福
原
広
美

ズ
ー
ム
配
信

黒
川
敦
子

受
付

川
名
信
之

能
重

勉

堀
海
栄
子

前
田
瑞
枝

懇
志
金
入
力

朝
倉
和
利

川
名
利
幸

精
進
弁
当
配
付

伊
藤
照
代

重
田
明
美

駐
車
場

明
石
圭
司

池
田
義
正

狩
野
昌
也

田
中

誠

三
堀

清

姫
松

実

会
食
準
備

川
名
三
枝
子

長
谷
川
吉
枝

謹

賀

新

年

「
一
時
は
、
も
う
死
ぬ
ほ
か
な
い
の

か
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰

を
め
ぐ
っ
た
。
永
平
寺
の
滝
と
か
一
乗

の
滝
、
ず
い
ぶ
ん
滝
に
も
入
っ
た
。
稲

荷
信
仰
か
ら
九
頭
竜
王
と
か
加
持
祈
祷

も
し
て
も
ら
っ
た
。
み
ん
な
犯
し
た
罪

を
逃
れ
た
い
、
罪
の
災
い
か
ら
逃
れ
た

い
の
思
い
だ
っ
た
。

な
ん
と
か
し
て
罪
を
免
れ
た
い
の
心

に
、
多
く
の
宗
教
は
、
全
部
逃
れ
さ
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
空
約
束
を
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
何
の
効
能
も
な
い
。
ず

い
ぶ
ん
な
け
な
し
の
金
も
使
わ
さ
れ
ま

し
た
よ
。

そ
の
こ
ろ
母
か
ら
「
う
ち
は
浄
土
真

宗
や
さ
け
、
真
宗
の
話
し
を
聞
い
た
ら

ど
う
や
」
と
言
わ
れ
、
母
が
聞
い
て
い

た
石
河
勝
友
先
生
に
聞
い
た
の
が
、
私

の
真
宗
と
の
出
会
で
し
た
。
初
対
面
の

石
河
先
生
か
ら
「
仏
法
聴
聞
す
る
と
、

絶
対
に
救
わ
れ
な
い
自
分
が
明
ら
か
に

な
る
。
そ
の
自
分
が
知
ら
さ
れ
て
、
徹

底
し
て
安
心
で
き
る
ま
で
聞
き
抜
き
な

さ
い
」
と
、
ズ
バ
リ
言
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
逃
げ
た
い
、
救
わ

れ
た
い
、
ば
っ
か
り
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
真
宗
で
は
、「
お
前
の
罪
は
逃
げ
ら

れ
ん
ぞ
」
と
い
う
。
逆
で
す
。
そ
こ
で

ハ
ッ
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
こ
の
道
を

突
き
進
め
ば
な
ん
と
か
な
る
な
、
と
。

罪
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
や
ね
。

こ
れ
ま
で
は
引
き
受
け
た
く
な
い
の
一

点
張
り
で
し
た
。

免
れ
る
こ
と
を
請
け
あ
う
信
仰
か

ら
、
逃
げ
ず
に
引
き
受
け
る
信
心
の
道

へ
、
や
っ
と
出
た
。」

こ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
赴
き
、
憲
兵
と
し
て
現
地
人
や
日

本
人
を
虐
待
し
命
を
奪
っ
た
罪
障
感
に

苛
ま
れ
、
浄
土
真
宗
に
出
遇
い
救
わ
れ

た
杦
政
之
氏
の
語
っ
た
こ
と
で
す
。

『
同
朋
新
聞
』（
一
九
八
九
年
二
月
号
）

「
こ
こ
人
あ
り
」
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

百
々
海

真

先
生
は
、
報
恩
講
法
話

の
講
題
に
「
現
生
の
利
益
」
と
掲
げ
、

こ
の
記
事
を
も
と
に
お
話
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

「
も
う
死
ぬ
し
か
な
い
。」
と
思
っ

た
杦
政
之
氏
の
活
路
を
開
い
た
の
が
、

題
字
下
に
掲
げ
た
石
河
勝
友
師
（
本
願

寺
派
寺
院
住
職
）
の
言
葉
で
し
た
。

仏
法
聴
聞
の
一
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
と
こ
と
ん
聞
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。

光といのち
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仏
法
聴
聞
す
る
と
、

絶
対
に
救
わ
れ
な
い

自
分
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
の
自
分
が
知
ら
さ

れ
て
、
徹
底
し
て
安
心

で
き
る
ま
で
聞
き
抜

き
な
さ
い
。

修
正
会

し

ゅ
し
ょ
う

え

一
月
二
日(

金)

十
時
～
十
一
時
半

川名信之氏（91歳）・艫居政男氏（90歳）
お参りの方に差し上げるお供物を準備されています。

報恩講


